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【機密性２】

「自動車の安全技術」に関する
インターネットモニターアンケート実施結果
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目的

●国土交通行政インターネットモニター制度登録者を対象に、自動車の安全技術に
関する理解状況の把握と、先進安全自動車（ＡＳＶ）推進計画及び自動車アセスメント
事業の広報活動に活用するため実施。

●当該資料は自動車アセスメントに関する項目を抜粋。

＜参考＞国土交通行政インターネットモニター 一般用閲覧ページ
https://www.monitor.mlit.go.jp/Read/Default.aspx

対象者 ・国土交通行政インターネットモニター制度登録者（対象者：1,071人）

回答状況 ・回答者991人（回答率92.5%）

項目

・あなたは免許を持っていますか
・運転する頻度はどのくらいですか
・車の使用用途はどれに該当しますか
・現在、車をご自身、あるいは家族が所有していますか
・その車に先進安全技術が搭載されていますか 等

（設問数は21問）

調査期間 令和5年9月1日（金）～9月21日（木）
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回答者の属性

男性
51.3%

女性
48.7%

＜性別＞

20代以下
13.7%

30代
19.5%

40代
21.9%

50代
23.1%

60代
14.2%

70代以上
7.6%

＜年代別＞

北海道
6.9%

東北
9.0%

関東
25.8%

北陸
5.9%

中部
11.6%

近畿
14.6%

中国
8.5%

四国
6.2%

九州
11.6%

＜ブロック別＞
自営業主・家族従事者

9.8%

管理・専門技術職
20.8%

事務職
26.0%

販売・サービス・労務職
15.0%

主婦・主夫
15.2%

無職
13.1%

＜職種別＞
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（参考）調査結果

91.2%

8.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

はい

いいえ

合計

55.1%

20.5%

4.9%

5.4%

14.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

毎日

週に一度（週末のみ）

月に一度

年に数回程度

全く運転しない

合計

問１．あなたは免許を持っていますか ※n=991

問２．運転する頻度はどのくらいですか（最も近いものを選んでください） ※n=904
※問１．で「はい」と回答された方が対象
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（参考）調査結果

36.7%

13.3%

38.5%

0.8%

6.6%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

買物

レジャー

通勤・通学

運送業務（バス、トラック、タクシー等の運転）

運送業務以外の仕事上での運転（営業回り等）

その他

合計

85.6%

14.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

所有している

所有していない

合計

問３．車の使用用途はどれに該当しますか（最も多いものを選んでください） ※n=776
※問２．で「全く運転しない」と回答された方以外が対象

問４．現在、車をご自身、あるいは家族が所有していますか ※n=991
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調査結果

12.5%

18.7%

19.4%

22.7%

24.8%

28.0%

87.5%

81.3%

80.6%

77.3%

75.2%

72.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

年代別比率

ある

ない

・自動車アセスメントの認知度はR3年度：19.0％→ R4年度：21.8％→ R5年度：20.5％と横ばい
・20代以下、30代、40代では20％を下回る結果となった

問１８．「自動車アセスメント」という言葉を聞いたことがありますか ※n=991

ある
19.0%

ない
80.5%

無回答
0.5%

（参考）R3年度 n=1008

ある
21.8%

ない
78.2%

（参考）R4年度 n=998

ある
20.5%

ない
79.5%

合計
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調査結果

・自動車アセスメントを知ったきっかけの約5割が「自動車メーカーのホームページやCM等」であり、
過去2年のアンケート結果でも同様の傾向となっている
・自動車購入意思や自動車に興味を持ってメーカーHPを見ている方の目に触れる機会が多いと考えられる
・国交省やナスバのHPやイベントでの訴求、自動車販売店でのPRが課題

問１９．「自動車アセスメント」について、何で知りましたか ※n=203
※問１８．で「ある」と回答された方が対象

国土交通省や自動車事故対策機構
（NASVA）のホームページやイベント等

30.0%

自動車メーカーのホームページやCM等
46.8%

自動車販売店での説明や
パンフレット等

13.8%

その他
9.4%

全体

35.3%

19.4%

26.2%

42.3%

28.6%

23.8%

52.9%

58.3%

50.0%

34.6%

45.7%

47.6%

0.0%

16.7%

14.3%

15.4%

14.3%

14.3%

11.8%

5.6%

9.5%

7.7%

11.4%

14.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

年代別比率

国土交通省や自動車事故対策機構（NASVA）のホームページやイベント等

自動車メーカーのホームページやCM等

自動車販売店での説明やパンフレット等

その他
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調査結果

11.8%

19.4%

9.5%

30.8%

14.3%

19.0%

41.2%

41.7%

42.9%

44.2%

54.3%

57.1%

35.3%

22.2%

40.5%

23.1%

28.6%

23.8%

11.8%

16.7%

7.1%

1.9%

2.9%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

20代以下

30代

40代

50代

60代

70代以上

年代別比率

よく知っている

ある程度は知っている

ほとんど知らない

全く知らない

問２０．「自動車アセスメント」が、市販されている自動車の安全性能を評価・公表している事業であることを
知っていますか ※n=203

※問１８．で「ある」と回答された方が対象

よく知っている
18.7%

ある程度は知っている
46.3%

ほとんど知らない
28.6%

全く知らない
6.4%

合計

・「よく知っている」と「ある程度は知っている」を合わせた割合では70代以上（76.1％）、50代（75％）、
60代（68.6％）の順に多く、40代と20代以下は約50％であった
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調査結果

24.0%

44.6%

25.8%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

国土交通省やナスバ（（独）自動車事故対策機構）のホームページやイベント等

自動車メーカーのホームページやCM等

自動車販売店での説明やパンフレット等

その他

合計

問２１．自動車の安全性能に関する情報をどこで知りたいですか ※n=991

その他のうち主な回答の分類 件数

テレビ・新聞 16件

SNS 8件

教習所・運転免許更新センター 8件

インターネット 6件

イベント 6件

販売店・修理工場 5件

上記分類以外の回答 6件

・「問19.「自動車アセスメント」について、何で知りましたか」の結果と同様の傾向で、約5割の方が自動車
メーカーのHPやCM等で知りたいと回答
・「その他（フリーコメント形式）」の回答を分類したところ、上位ではテレビ・新聞、SNS、教習所・運転免許更新
センターの順に多く、全体の約6割を占める結果となった
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調査結果

・自動車アセスメントの知名度はR3年度からR5年度までに大きな変化は無く、約20%で推移している
・年代が上がるごとに知名度も上がる傾向があり、若年層へのPRがより一層の課題
・「自動車メーカーのホームページやCM等」が知ったきっかけ、知りたいと思う情報源として最も高い割合で
あり、有効なPR手段と考えられることから、今後も自動車メーカーのHP等で活用して貰えるような働きかけ
を行うことが必要

・自動車アセスメントの存在を広く知ってもらうためには、ユーザーが無意識的に自動車アセスメントの情報

に触れることが出来るチャネルの活用が必要だと考えられる

⇒テレビ、新聞やSNS、インターネット、教習所・運転免許更新センター等
・自動車アセスメントの事業内容を知ってもらうためには、国交省やナスバのHPへの誘導（＝まずはサイトを
訪れてもらうこと）、自動車販売店へPRの働きかけなどが必要だと考えられる

まとめ
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